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表紙の写真から作成 

― 若すぎ良すぎ ― 

子ども、猫、空飛ぶ

自転車で作成 

第4次AIブーム到来か 

を使ってみた。 

プログラミング必修化：2020年から小学校でプログラミング

教育が必修化されましたが、教師自身がプログラミングに慣

れていないことや、研修プログラムが不十分なことが課題と

なっています。 

休校中の学び：新型コロナウイルスの影響で、長期間の休校

が続きました。教師はオンラインでの授業や学習支援サイト

の利用などを進めましたが、子どもたちや保護者の心のケア

に関する取り組みも必要でした。 

教員の質：教員に対する社会的な期待や要求が高まる中、教

員の中には子どもに関する理解が不足していたり、指導力不

足だったり、不祥事を起こしたりする者がいることが問題と

なっています。教員全体の社会的信頼を高めるためには、自

己研鑽や倫理観の向上が求められます。 

教員の多忙化：教員は多くの業務を抱えており、子どもと接

する時間や授業改善に専念できないことが多いです。また、

同僚との連携や協力も希薄化していることが指摘されていま

す。教員の働き方改革や職場環境の改善が必要です。 

 あなたは小学校の教師です。直面する課題はなんですか。 
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※ GPTにより影響の大きい職業(専門性が高い記者・翻訳・作家・調査研究者・数学者・校正者・

法定報告者・ブロックチェーンエンジニア・会計士など)。影響がない職業(アスリート・調理師・

飲食店の従業員・大工見習・看護師、医師・社会福祉士・財務管理者 など)。以上個人見解です。 

１問目：ある正方形の面積は64平方センチメートルです。

この正方形の一辺を半分に切って、切った辺と平行になるよ

うにもう一辺を半分に切ります。できた４つの小さな正方形

の面積はそれぞれ何平方センチメートルでしょうか？ 

２問目：ある円の直径は10センチメートルです。この円の

中に、直径が5センチメートルの円をいくつか入れることが

できます。最大で何個入れることができるでしょうか？ 

答えは次のようになります。 

１問目：小さな正方形の一辺は大きな正方形の一辺の半分な

ので、8センチメートルです。したがって、小さな正方形の

面積は8×8=64平方センチメートルではなく、8×8÷4=16平方

センチメートルになります。 

２問目：大きな円の半径は10÷2=5センチメートルです。小

さな円の半径は5÷2=2.5センチメートルです。大きな円の中

心から小さな円の中心までの距離をrとすると、r+2.5=5とい

う式が成り立ちます。これを解くと、r=2.5となります。つ

まり、大きな円の中心から小さな円の中心までの距離は小さ

な円の半径と同じです。これを利用して、大きな円の中心か

ら小さな円の中心までを結ぶ線分を引くと、その線分は大き

な円と小さな円に接します。この線分を軸として小さな円を

回転させると、大きな円に接する小さな円が６個作れます。

したがって、最大で６個入れることができます。 

あなたは塾の講師です。小学生高学年が興味を持つような算数にま

つわるクイズを２問作成して、答えも教えてください。  
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若者は行く、少しぐらい生意気でいい。 

若者の力は捨てたものじゃない。 

「昔はなぁ」ということばは 

新しい時代への期待である。 

未熟というのは未来に向けて 

有効なことばである。 

自分の若いときのことを考えれば見得てくる。 

颯爽(さっそう)としていたのである。 

若者が達していないことを 

当たり前のこととして未来は創られてきた。 

若者が創ることに応援したい。 

自分も若者であった。 
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サムエル・ウルマンは、アメリカの実業家・詩人・人道主義者で、詩『青春』で有名です。こ

の詩は、青春とは年齢ではなく心の持ち方であるというメッセージを伝えています。詩の冒頭

は、「青春とは人生のある期間を言うのではなく、心の様相を言うのだ。優れた創造力、逞し

き意志、炎ゆる情熱、怯懦を却ける勇猛心、安易を振り捨てる冒険心、こう言う様相を青春と

言うのだ。」という有名な一節です。 検索 Bing Chat  

画像 Image Creator  

画像 Image Creator  



一般質問  

◎子どもたちが安心・安全に 

成長できる環境づくりについて  

令和5年第一回定例会 

【質問①】 

子どもたちを被害から守るために、安心安全に成長できる環境

づくりについて質問いたします。私も登録しておりますが、安

まちメールなどで不審者情報が流れてきた場合の、学校や教育

委員会の対応についてお聞かせください。 

【答弁①】 上田教育指導監 

学校から教育委員会に不審者情報が入った場合は、被害の有無

に関わらず発信者やその保護者に状況を確認した上で、基本的

には学校、幼稚園などに加え、警察等の関係機関に情報を提供

し注意喚起を行います。状況によっては、警察による巡回パト

ロールやＳＧＬ（スクールガードリーダー）による重点的な巡

回活動の実施や、職員による青色パトロールカー巡回、指導主

事の学校派遣など、被害状況に応じた対応を行っております。 

【質問②】 

子どもたちを被害から守るために、学校や教育委員会、保護

者、地域での未然防止の取組についてお聞きします。 

【答弁②】 上田教育指導監  

子どもたちの安心・安全を守るための未然防止の取組みとして

は、教育委員会では 

・6月の学校安全強化週間の見守り活動 

・青色パトロールカーでの定期的な巡回 

・ＳＧＬ（スクールガードリーダー）の配置 

・小学校への防犯カメラの設置及び校門受付員の配置 

各学校では 

・全校集会等での注意喚起や登下校指導 

地域やPTA、関係機関による取組みとしては 

・少年補導ネットワークによる夜回りの実施 ・登下校等の見

守り活動 ・警察による巡回パトロールなどがあり、様々な関
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係機関やボランティアの協力もいただきながら、子どもたちの安心・安全を守る取組みを行っ

ています。 

【質問③】 

子どもたちの安心・安全を確保するには、子どもに関わる大人の理解や意識が大切であると考

えますが、保護者や地域の方に対する啓発等の取組みについてお聞きします。 

【答弁③】 上田教育指導監 

学校では保護者に対して、入学前の説明会や長期休業に入る前などの機会に不審者への対応方

法や、子どもたちの安心・安全を守るために気を付けてほしいことなどを周知しております。

また、少年補導ネットワークによる夜回りの実施するとともに市のホームページでＳＧＬ（ス

クールガードリーダー）についての紹介も行っております。 

【質問④】 

子どもが危険な状況にあわないようにするためには、子ども自身が自分を自分で守る力をつけ

る必要もあるかと思いますが、その対応についての取組みをお聞きします。 

【答弁④】 上田教育指導監 

小学校高学年や中学校においては、犯罪被害防止等のテーマで、少年サポートセンターや和泉

警察署による「非行防止・犯罪被害防止教室」を実施しています。また、防犯について子ども

にも理解しやすいように、重要な行動を「いかのおすし」という標語にまとめて伝えることも

しています。これは「知らない人についていかない」の「いか」 、「知らない人の車にのら

ない」の「の」、「大声でさけぶ」の「お」、「すぐにげる」の「す」、「大人にしらせる」

の「し」から作られたものです。さらに、近年はSNS等を介した犯罪被害に子どもたちが巻き

込まれるケースも増えているため、携帯電話事業者等を招聘して、出前授業を実施するなどの

取組みも実施しております。 

【質問⑤】 

熊取町では、平成１５年に当時小学校４年生だった吉川友梨さんが行方不明になり、未だに発

見されていないという痛ましい事件が生起しています。その事件をきっかけに、熊取町ではす

べての小学校４年生の児童を対象に、毎年ＣＡＰという子どもを暴力から守る授業を実施して

いるそうです。このＣＡＰという取組みはどのようなものかお聞きします。 

【答弁⑤】 上田教育指導監 

ＣＡＰは子どもたちがいじめ、虐待、体罰、誘拐、痴漢、性暴力といった様々な形態の暴力か

ら自分の心と体を守るための予防教育で、子どもの権利を大切にする人権教育プログラムでも

あります。子どもに「安心・自信・自由」の3つの大切な権利があることを伝えるとともに、

この権利が脅かされそうになった時に何ができるかを伝え、考えるプログラムです。 

【質問⑥】 

和泉市において同様の事件が起こらないように、子どもたちの安心・安全を守る様々な取組み

を継続する必要があります。ＣＡＰについての取り組んだ事例や取り組む予定はありますか。 

【答弁⑥】 上田教育指導監 

本市の学校でもこれまでＣＡＰの子どもワークショップに取り組んだ事例はございます。今後
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もＣＡＰに限らず、各学校の子どもや地域の状況に応じて、子どもたちが自らの心と体を大切に

するとともに、自分自身を守る力をつけるための取組みを進めてまいります。 

【意見】 

子どもたちの安心安全に成長できる環境づくりは、今後益々重要になってくるかと思います。子

どもを被害から守るための未然防止の取組み、子どもに関わる大人の理解や意識の重要性、そし

て子どもが自分自身で自分を守る力を身に付ける必要性などがあげられました。 

先日、この質問をするにあたり、吉川友梨さんの事件がおこった当時の熊取町の佐古PTA会長さ

んに同会派五月会の関戸議員と一緒にお会いし、いろいろお話をお聞きしました。まず他人事で

はないということと、対策対応の手を緩めることのないようにとのことでした。また、同席いた

だきました、大林議員の子どもさんが小学4年生でCAPの人権教育プログラムを受けていたとお聞

きしました。当時CAPの人権教育プログラムを受けた小学４年生が今は30歳になっています。こ

のCAPの人権教育プログラムが継続されている重要性がそこにありました。子どもの安心安全な

成長の環境づくりに終わりはないということを強く申し上げて質問を終わります。 
 

◎会計年度任用職員制度について 令和４年第四回定例会 

【質問①】 

６番・五月会、森 久往です。通告に従いまして、一般質問させてい

ただきます。今回は、会計年度任用職員について質問いたします。 

会計年度任用職員制度は、令和２年度から実施されているわけです

が、日々市民サービスの提供に尽力され、市政運営に欠かすことので

きない存在となっています。そこでまず、会計年度任用職員の法律上

の位置づけについてお聞きします。 

【答弁①】 山崎市長公室長 

会計年度任用職員は、地方公務員法第２２条の２に、競争試験又は選考により採用される、一会

計年度を超えない範囲内で置かれる非常勤の職で、短時間又は正職員と同一の時間勤務する職員

と規定されております。 

なお、本市におきましては、正職員と同一時間勤務する会計年度任用職員は採用しておらず、短

時間の職のみとなっております。 

【質問②】 

次に、本市の会計年度任用職員の種類別の人数と正職員数、そして全職員に占める会計年度任用

職員の割合をお聞きします。 

【答弁②】 山崎市長公室長 

令和４年４月時点の職員数になりますが、会計年度任用職員が６８９人で、内訳として、事務の

補助等が２２６人、保育士等が９３人、調理員が６９人、留守家庭児童会の支援員が１６８人、

支援学級の介助員が６３人、その他７０人となっております。また、正職員は１，０８９人、任

期付職員や再任用職員が９５人、合計で全職員数は１，８７３人となりますので、全体のうち会

計年度任用職員が占める割合は約３７％となっております。 
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【質問③】 

今年度の市政運営方針では、教育改革と並んで、頑張る職員が報われる人事給与制度の構築

に、外部有識者を交えた検討懇話会で議論されているということですが、その対象が正職員の

みなのか、会計年度任用職員も含まれているのかお聞きします。 

【答弁③】 山崎市長公室長 

人事給与制度改革検討懇話会では、人材育成や職務に応じた給与、昇任制度や職員の地域貢献

など多岐に渡る項目についてご議論いただいております。人事評価制度など、会計年度任用職

員に影響する部分も一部ありますが、基本的には正職員の人事給与制度について検討を行って

いるものでございます。 

【質問④】 

そこで、現在の人事評価の結果は給与にどのように反映されているのか、正職員と会計年度任

用職員とに分けてお聞きします。 

【答弁④】 山崎市長公室長 

人事評価結果について、正職員は給料の昇給号数と勤勉手当の支給率に反映しております。会

計年度任用職員については、翌年度の任用に際しての参考としていますが、報酬には影響いた

しません。 

【質問⑤】 

現行の地方自治法では、本市のような短時間勤務の会計年度任用職員には勤勉手当を支給でき

ない規定になっているとお聞きしています。兵庫県議会をはじめ、会計年度任用職員制度の改

善を求める意見書を国に対して出している地方自治体もあるようですが、地方自治法の改正に

ついて、国の動きで把握されているものがあれば教えてください。 

【答弁⑤】 山崎市長公室長 

会計年度任用職員の勤勉手当については、内閣府の地方分権有識者会議の専門部会において、

地方自治体からの提案に対し、総務省が「支給について検討を行い、令和４年度中に結論を得

る。その結果に基づいて必要な措置を講ずる。」という考えを示しております。 

【質問⑥】 

令和４年度中に結論を得るということですので、理事者におかれましては今後の国の動きを注

視していただきたいと思います。最後の質問になりますが、市役所では正職員、会計年度任用

職員以外にも、庁舎管理の業務を一括して委託していたと記憶していますが、清掃、警備など

の業務に従事され、市民の皆さんが安全・快適に市庁舎を利用いただけるよう、尽力されてい

ます。その業務の内容と配置されている従業員の人数をお聞きします。 

【答弁⑥】 前田総務部長 

庁舎総合管理業務委託の業務内容につきましては、統括管理業務、設備機器類の運転監視及び

点検業務、警備及び駐車場管理業務、夜間休日窓口業務、清掃及び植栽管理業務、総合案内業

務を一括して契約しているものです。配置人数につきましては、シフトの関係で1日あたりの配

置人数は変わりますが、統括管理者1名、設備点検1名、駐車場管理を含む警備で11名、清掃14

名、受付3名 計30名で対応しております。  
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【意見】 

本庁舎の総合管理業務委託だけでも、合計３０人の体制で業務が行われているとのことで、市が契

約する全ての委託業務に携わっている人はかなりの人数に及ぶと思います。市政の運営には、この

方々の力を欠かすことはできません。加えて、本市の公共施設の指定管理者に雇用されている人も

多数おられます。この方々にも、生き生きとやりがいをもって市民サービスを提供していただける

よう、市からも雇用する事業主に対して、より良い労働環境の構築等について働きかけを行ってい

ただくことを要望します。最後に、冒頭にも申し上げましたが、会計年度任用職員は、本市の円滑

な行政運営に必要な存在であり、今後、市民サービスの一層の向上を図るためには、正職員は勿論

のこと、会計年度任用職員のモチベーションを上げることが必須となります。そのために、会計年

度任用職員も適正に評価され、その結果が報酬に反映される必要があると考えていますので、法改

正が行われた際には、速やかに対応いただきますことをお願いして質問を終わります。 

 

和泉南ロータリークラブ卓話(2022.4.14) 

議員職について、答弁書をもってのやりとりに批判があったり、年４

回の議会開催は仕事不足という批判があります。しかし、議会の議案

が一議会30議案以上、年間約150議案、その他議案の審議までの常任

委員会での審議、また予算・決算等の各約1200億円についての審議を

行うに当たりスムーズな進行のため、事前通告制をとっています。会

派構成については、24名の中で考えの近い議員での会派が構成され、

意見などの集約効率化を求めています。会派の構成が議決の多数決に

関わることもあります。また、日常において市民さんからの陳情相談

を行政に反映させるべき対応や、引き続きご意見等をいただき、今後

の議会へのご理解を申し上げ卓話を終わらせていただきます。 

和泉市町会連合会総会(2022.4.23) 

行政の側からは、分権の名のもとに住民自治ということばで住民と行

政との協働が叫ばれるようになりました。地域組織の弱体化が進むま

さにその時に、より大きな期待が地域組織に寄せられるという矛盾に

地域は直面しています。住民自治の力量(財源、人)は、厳しい課題に立ち向かっています。町内

会・自治会(加入者が50%を切っている)の未加入者が、加入しない理由としてあげる主な理由は、

「多忙」と並んで「地域のことがわからない」ということが挙げられます。情報発信の重要性に見

合った人材の確保と広報体制づくりがぜひとも必要となっています。今後、町内会・自治会が取り

組む課題の多様化、困難化は、この組織が地域の企業や学校、福祉施設、あるいは種々の市民団

体、ＮＰＯ等と、相互協力体制を築いていくことを求めています。しかし、なかなか連携が進んで

いないのも確かで、その理由に、町内会・自治会に対する理解の違いや、両方の団体の誕生の歴史

的経緯の違いもあって、組織間の接点がなかなか見いだせないことにあります。連携のためには、

両者と繋がりをもつ行政の役割が大きいのですが、行政組織も、地縁組織と市民組織で担当部署が
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分かれているところもありますので、先ずは行政内での連携の意義を確認することが必要になりま

す。行政職員や専門的なアドバイザーによる支援の体制づくりは、今後の町内会・自治会の活動の

展開で重要な一歩となると思われます。行政と住民とが担う役割の関係を含めて共同で議論する必

要は益々求められています。この問題は自治体にとっても欠かせない課題ということです。結びに

なりますが、和泉市町会連合会の今後益々のご発展を祈念いたしまして「連携する」ということば

を添えましてお祝いの言葉といたします。 

「道の駅いずみ山愛の里」リニューアルオープン記念式典(2022.4.29) 

岸和田市に「道の駅愛彩ランド」が、河内

長野市に「道の駅奥河内くろまろの郷」と

いった大型の道の駅が同じ国道170号線に

誕生し、道の駅を取り巻く環境は大きく変

化してきました。求められることは他の道

の駅と差別化であったり独自性であるかと

思います。HCIの奥山社長の全国初のロ

ボット駅長であったり、丸和食品の社訓の「真心を込めてことに当たるのは幸せの道である」とあ

ると期待できます。先日テレビのニュースで賑わった広島の道の駅で、お客さんになぜこの道の駅

に来るんですかとインタビューをしていました。「ここにしかないものがある、夢をもらいに来る

んです」と答えてました。答えは一つです。「ここにしかない、ここでしか味わえない、また来た

いなぁ」と思ってもらえる道の駅を楽しみにしています。結びに関係各位の皆様のご多幸を祈念い

たしまして、「夢を買いに来る」ということばを添えましてお祝いの言葉といたします。 

和泉市手をつなぐ親の会総会(2022.4.29) 

和泉市では、「障がいのある人もみんないきいき共に暮らせるまち・和泉」を基本理念に掲げてい

ます。今年度の重点目標として、福祉施設の入所者の地域生活の移行や特別な支援が必要な障がい

児に対する支援体制の整備など、すべての人が地域の一員として、さまざまな人とのつながりをも

ち、自立した生活を行うことができるような取り組みを進めています。実際には、みんな自分の立

ち位置で認識することが必要であると求められています。結びに、手をつなぐ親の会様における活

動で、一人でも多くの方に笑顔を届け、絆を深めていただくことを願い、皆様方のご健勝とご活躍

をお祈り申し上げお祝いの言葉といたします。 

令和4年度和泉市PTA協議会総会(2022.5.20) 

京都市の小中高校などのPTAでつくる協議会が上部組織「日本PTA全国協議会（日P）」から脱退す

るかどうかの話が伝わってきました。10年前のPTAとは大きく変わっています。新型コロナウイル

スの影響で生活様式も大きく変わった今、ICT化が進む中でインターネットを介した誹謗、中傷な

ど、「いじめ」問題は後を絶ちません。人と人、人と地域の繋がりづくりのPTAの存在は重要と

なっていると価値観は今も存在します。しかし、それだけでは進まない現状があります。青少年指

導員協議会・青少年問題協議会・少年補導員など課題は同じになっていることです。ある小学6年

の児童が、「リアルはつまらない」バーチャルで人を殺すゲームに夢中だと聞きます。人のつなが

りがSNSで存在している。Giga schoolとなる学校の指導も大きく異なっています。変わりゆく社会

にPTAはどう対応するのかが課題でもあります。結びにあたり地域力向上の要として益々ご活躍さ
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れますよう祈念いたしまして「地域連携」ということばを添えてお祝いの言葉といたします。 

和泉市青少年指導員協議議」会総会(2022.5.22) 

青少年犯罪はゲームやSNSといったインターネットを通じたコミュニケーションの比重が大きいで

す。新型コロナウイルス感染症の拡大による変化が青少年を取り巻く環境も変わりました。地域

でつながりながら共有していない問題があります。家庭・学校・地域の一体連携することが喫緊

の課題となっています。巡回、啓発活動においても対面指導だけでは不十分になっています。地

域の子どもたちが、安心安全で暮らす環境づくりは社会全体の責務になっています。青少年指導

員は、それぞれの地域において教育・防犯の充実ため日夜問わず活動いただいていることに感謝

と敬意を表します。結びになりますが、青少年指導員協議会様の益々のご発展と皆様方のご多幸

を祈念いたしまして「地域共有」ということばを添えましてお祝いの言葉といたします。 

令和4年度和泉市交通安全協会通常総会(2022.5.30) 

昭和26年4月に設立されました歴史もつ民間の公益団体として、地域や事業所等での交通安全活動

にご尽力をいただいてきたことに深く敬意と感謝を申し上げます。新型コロナウイルス感染拡大

も終息傾向にあり、普段の日常生活を取り戻しつつありますが、本市におきましても人口増加に

伴い交通情勢は益々厳しいものとなっておりますが、交通事故件数は減少傾向にあると聞いてお

ります。個人的ではありますが、娘が普通車の免許を取りまして危なっかしいばかりです。その

ことにより私自身も戒められるケースを痛感しております。この機に交通安全の意識を高める必

要性を実感しています。交通安全とはそのようなものかもしれません。結びになりますが、和泉

市交通安全協会様の益々のご発展と本日ご出席の皆様方のご多幸を祈念いたしまして「交通安全

に絶対はない」ということばを添えましてお祝いの言葉といたします。 

橋本市議会視察来訪(2022.5.31) 

和泉市は昭和31年9月に誕生、今年で市制施行66周年を迎え、人口18万4千人都市です。「関西国

際空港」や大阪市内にも電車で約30分という立地で豊かな自然を残しながらも「コストコ」や

「ららぽーと」といった大型商業施設も出店されたことで都会と田舎の良さを融合した「トカイ

ナカ」という愛称で市内外へPRしております。平成30年4月には医療法人徳州会を指定管理者とす

る公設民営体制「和泉市立総合医療センター」に名称を改称して新築移転オープンしました。総

務省の「地方公営企業の抜本的な改革等に係る先進・優良事例」に選定され、「平成30年度おお

さか環境にやさしい建築賞」の「大阪府知事賞」を受賞するなど、躍進のまちづくりに着実な歩

みを進めていると考えております。さらに、令和3年5月より新庁舎が開庁いたしました。本日

「議会のペーパーレス会議システムについて」のご視察と聞いております。議会改革の取組みと

して全議員に1台ずつタブレット端末を貸与し、会議に必要な資料を閲読するためにタブレット端

末を持ち込み使用しております。現在、ペーパーレス会議システム「サイドブックス」及びビジ

ネス版LINEの「ラインワークス」がインストールされております。このあと担当課よりご説明を

いたしますが、お時間の許す限りご視察願えればと思います。最後に橋本市さんの益々のご発展

を祈念いたしまして、歓迎の挨拶とさせていただきます。 

和泉市シルバー人材センター設立40周年記念式典(2022.6.4) 

さて、個人的な話になりますが、私は４０周年ということばに尊敬の念を抱いております。とい

いますのは、４０年間仕事を続けられて来た人とお話しをさせていただきますと、その人生の語
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らいに充実感と尊敬の念を抱きます。また、４０年間続いている組織の方とのお話しをさせていた

だいた時も同様でございます。それを考えますと、和泉市シルバー人材センターが設立４０周年記

念ということですので、紆余曲折の上今があり、関係者の皆様方には感慨深いかと思います。人生

を就労でみますと二つに分けることができるかと思います。一つは学業を終えて就労が糧となり人

生を歩んで来られ定年を迎えるまでということです。二つ目は退職後、「ちょっと就労」で、無理

をせず、今まで携わったことのない仕事にも挑戦をすることで人生を謳歌します。健康維持の面か

らも大変重要なことだと思います。そんななか、和泉市シルバー人材センターの期待は益々大きく

なるかと思われます。高齢者福祉の向上に引き続きご尽力いただきたいと思います。結びになりま

すが、和泉市シルバー人材センターの益々のご発展と本日ご参加の皆様方のご多幸を祈念いたしま

して、「生涯就労」という言葉を添えさせていただき、お祝いの言葉といたします。 

和泉市防災協会定期総会(2022.6.5) 

「防災」には未然に防ぐ予防の場合もありますが、地域防災計画等は復旧から復興

までを含める場合もあります。ここで「自助」についてふれたいと思います。「津

波てんでんこ」ということばをご存じでしょうか。このことばは1990年11月に岩手

県(現宮古島)にて開催された第1回「全国沿岸市町村津波サミット」において生まれ

たことばです。地震があったら家族のことさえ気にせず、自分の命を守るために、

てんでんばらばらに直ぐに避難せよということです。薄情かと思われますが、実は

みんなが地震が来たら、いつ、どこへ、どう逃げるかを日常の中でみんなが理解し

ていることが前提になっています。防災という行動意識ではなく、日常の一部であったものが専門

分野が進んだことで特別なものになったということです。和泉市防災協会の目的に「自分たちの地

域は自分たちで守る」とあります。自分の身は自分で守るということです。引き続き和泉市防災に

ご尽力いただけますようお願い申し上げます。結びに、和泉市防災協会の益々のご発展と、本日ご

参加の皆様方のご多幸を祈念いたしまして、「防災は日常の一部である」ということばを添えまし

て本日のお祝いの言葉といたします。                 

和泉市商工会議所第81回常議員会・第57回通常議員総会 乾杯(2022.6.14) 

山本会頭のお話を聞くたびに、サムエル・ウルマンの「青春」を思い浮かべます。青春とは、ある

年代や期間を言うのではなく、熱い思いを持ち続けることにあるという詩です。山本会頭の純粋な

熱い思いをもって商工会議所運営に臨まれている姿は、私たちに勇気を与えてくれます。それでは

会頭の熱い思いを受けて「熱血」の乾杯をいたしたいと思います。乾杯。 

和泉市アグリセンター開所式(2022.7.1) 

さて、本施設は、旧大阪府立横山高等学校園芸科の農園跡地に建設されています。

個人的ですが、この地に施設が建てられたことをうれしく思っています。といいま

すのは、私は横山高校の卒業生です。もと横山村横山高校だったものが、大阪府に

移管され最初は鳳高校の分校であり、横山高校となりました。私が入学して、初め

て３学年が揃いました。今思えば特に園芸科は実習で基本的な学習を得て、バイオ

テクノロジーという言葉を使っていたことに驚いています。その後、2008年3月31日

に農芸高校に移管され60年の歴史が閉じました。私の誇れる高校でした。今回、エ

ムスクエア・ラボさんの農業ロボット技術などの先進が期待できます。和泉市アグリセンターが拠
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点となり、農業のハイテク化の普及が見込まれているスマート農業が挙げられます。研究農園を

活用して地域農業への有用性を実証し、更なる省力化に寄与するものと期待しております。和泉

市の農業形態が変わっていくことを期待します。また、私が入会しております岡山県アグリボル

タイック研究会にお話をさせていただきました。早速視察に来たいと聞いております。結びにな

りますが、本日ご参加の皆様方のご多幸を祈念いたしまして、お祝いの言葉といたします。おめ

でとうございます。 

交野市行政視察来訪(2022.7.6) 

本市の紹介をさせていただきます。昭和31年9月に誕生、今年で市制施行66周年を迎え、人口18万

4千人都市へ成長いたしました。特徴としては世界の玄関口、「関西国際空港」や大阪市内にも電

車で約30分という立地の良さがあげられ、市内には豊かな自然を残しながらも「コストコ」や

「ららぽーと」といった大型商業施設も出店されたことで都会と田舎の良さを融合した「トカイ

ナカ」という愛称で市内外へPRしております。また、平成30年4月には医療法人徳州会を指定管理

者とする公設民営体制の和泉市立病院が「和泉市立総合医療センター」に名称を改称して新築移

転オープンしました。オープン後は、総務省の「地方公営企業の抜本的な改革等に係る先進・優

良事例」に選定されたほか、「平成30年度おおさか環境にやさしい建築賞」の「大阪府知事賞」

を受賞するなど、ハード・ソフト両面から注目される病院へと生まれ変わり、躍進のまちづくり

に着実な歩みを進めているものと考えております。さらに、令和3年5月より、市民の安全安心を

支える、利便性の高い、環境に配慮した新庁舎が開庁いたしました。現在、既存庁舎の除却工事

が進んでおり、本年12月には全附属棟の完成を予定しております。交野市さんについては、市の

木「さくら」・市の花「つつじ」・市の鳥「きじ」、神宮寺のぶどう、山々の湧き水、特に水は

けのよい土地と高度な栽培技術により、糖度の高さ、果粒の大きさなどの品質の良いぶどうが有

名と聞いております。他いろいろな観光スポット、また市民憲章の「和」は日本で一番短い市民

憲章であるいうことです。個人的には、堺青年会議所時代にはよく交流を持たせていただきまし

た。とにかく星と水のきれいなイメージを持っています。昨年は第二京阪50周年と利便性がいい

都市であると認識しています。本日「新庁舎のありかたについて」のご視察と聞いております。

このあと担当課よりご説明をいたしますが、お時間の許す限りご視察願えればと思います。最後

に交野市さんの益々のご発展を祈念いたしまして、歓迎の挨拶とさせていただきます。 

箕面市行政視察来訪(2022.7.15) 

議長の森でごさいます。箕面市議会、新市立病院建設運営特別委員会内海委員長、中西副委員長

はじめ委員の皆様、川上議長、楠副議長、上島箕面市長はじめ病院事業執行部局の皆様和泉市へ

お越しいただきありがとうございます。視察に先立ちまして、本市の紹介をさせていただきま

す。本市は弥生時代の集落跡として全国有数の規模を誇る池上曾根遺跡のある長い歴史を持ち、

今年で市制施行66周年を迎え、人口18万4千人の都市であり、特徴としては世界の玄関口、「関西

国際空港」や大阪市内にも電車で約30分という立地の良さがあげられ、市内には豊かな自然を残

しながらも「コストコ」や「ららぽーと」「ホテル ルートイン」といった大型商業施設なども出

店されたことで都会と田舎の良さを融合した「トカイナカ」という愛称で市内外へPRしておりま

す。本日視察いただきます「和泉市立総合医療センター」は平成30年4月には医療法人徳州会を指

定管理者とする公設民営体制の和泉市立病院が名称を改称して新築移転オープンしました。オー
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プン後は、総務省の「地方公営企業の抜本的な改革等に係る先進・優良事例」に選定されたほ

か、「平成30年度おおさか環境にやさしい建築賞」の「大阪府知事賞」を受賞するなど、ハー

ド・ソフト両面から注目される病院へと生まれ変わり、躍進のまちづくりに着実な歩みを進めて

いるものと考えております。(箕面市さんとの個人的なお付き合いなどのお話しと先進事例など

の話を少々)。このあと詳細につきまして、担当課よりご説明させていただきますので、お時間

の許す限りご視察いただければと思います。最後に箕面市様の益々のご発展と本日お越しの皆様

方のご活躍を祈念いたしまして、歓迎の挨拶とさせていただきます。 

大阪府南部市議会議長会総会(2022.7.15) 

会長市の和泉市議会議長の森です。皆様方におかれましては、日頃より円滑な議会運営並びに市

民福祉の向上、また、各市の発展のため、日々たゆまぬ努力をされておられますこと心から敬意

を表します、とともに平素から本議長会の運営に対しまして、格段のご支援、ご協力を賜り厚く

御礼申し上げます。さて、本議長会は、大阪府南部各市議会の発展のため、調査・研究などの

様々な活動を行っておりますが、昨年度においては新型コロナウイルス感染症の影響により、残

念ながら中止となった事業がありました。生活様式の変様など社会の仕組みが大きく変化してい

る中で、地方議会の役割はこれまで以上に重要になってくるものと考えております。各市議会が

連携し、本議長会の活動を活発に行っていくことでその役割を果たしていきたいと考えておりま

す。最後になりますが、皆様方におかれましては、今後も本議長会のためにご協力を賜りますよ

うお願い申し上げ、私のご挨拶といたします。本日はよろしくお願いいたします。 

令和4年度和泉市町会連合会市政懇談会 乾杯(2022.7.15) 

和泉市議会議長の森でございます。ご指名をいただきましたので乾杯の発声をさせていただきま

す。総会でもお話ししましたが、行政内での連携の意義の確認、町会への情報共有支援体制づく

りが重要と考えます。校区会長も熱いですが、実は行政も熱いんです。お互いの熱い気持ちを杯

に乗せまして乾杯したいと思います。ご唱和よろしくお願いいたします。乾杯。 

第74回和泉市民生委員・児童委員大会(2022.7.19) 

さて、私の以前からのPTAの仲間が民生委員や児童委員をしており、赤ちゃん訪問、高齢者訪問

の様子をお聞きしておりました。予防接種会場でのお手伝い、また社会福祉協議会や行政へのつ

なぐ役割は重要だと思っております。しかしながら課題もあるとお聞きします。なり手不足とい

う問題です。法的なことは触れずにお話をさせていただきますが、例えば地方分権により、それ

ぞれが独自に進めることができるようになったわけですが、課題は、分権され任された方が、分

権の運営をつかさどるための、基本母体になりえているかです。自治会もその他の福祉関係の組

織もそうだと思いますが、求められることは多岐にわたっていますが、対応する人が不足してい

るという現状です。時代背景と組織の協力体制の強化に自治体が力を入れる時かと考えます。重

要なことだから、もう一度お互いの問題を現実的に議論する必要があると思います。市議会にお

きましても尽力したいと考えています。結びに本日ご参加の皆さまがたのご多幸を祈念いたしま

して、「不足を繋ぐ」という言葉を添えましてご挨拶といたします。 

全国市議会議長会基地協議会近畿部会役員会・総会(2022.7.22) 

(役員会)全国市議会議長会基地協議会第13回近畿部会役員会にご出席いただきまして誠にありが

とうございます。また、本日の開催を快くお受けいただきました川西市議会の久保議長様はじめ
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事務局の皆様には大変お世話をおかけいたします

が、何卒よろしくお願いいたします。それでは、本

日の基地協議会近畿部会役員会が円滑に進められ、

また、この後の総会が意義深い会議となりますよ

う、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

(総会)全国市議会議長会 基地協議会第20回近畿部

会総会の開催にあたり近畿部会会長として一言ご挨

拶申し上げます。本日は、近畿部会各市の議長様、

副議長様、事務局長様におかれましては、公私何か

とご多用の中、ご列席を賜りまして心から厚く御礼

申し上げます。また、川西市の越田市長様、全国基地協議会会長の福生市議会清水議長様、全国

市議会議長会政務第一部増山様には、本会の運営に格別のご指導とご高配をいただいております

ことに厚く御礼申し上げます。そして、本総会の開催に際しまして、当番市であります川西市議

会久保議長様をはじめ、川西市議会の皆様、事務局の皆様には深く感謝申し上げます。さて、私

ども基地を抱える市議会では、基地に対する周辺住民の理解と協力を得ることは必要不可欠なも

のでございます。全国市議会議長会では、このような基地所在地共通の問題解決に向け、基地協

議会が組織され、基地交付金等の増額確保のため、要請活動などを続けており、我々基地所在地

においても地元選出国会議員への積極的な要望活動を行っているところです。近畿ブロックとい

たしましても、今後とも各市の連携強化を図りながら、基地関係都市共通の問題解決の具体的方

策を協議して参りたいと考えております。結びになりますが、各市議会のご繁栄並びにご臨席の

皆様方の益々のご活躍を祈念申し上げまして、開会のご挨拶といたします。 

大阪府南部市議会議長会研修会(8.3) 

三年ぶりの大阪府南部市議会議長会議員研修会の開催にあたり、会長市といたしまして一言ご挨

拶を申し上げます。一つご報告ですが、７月27日、28日と南部議長会にて「先進都市事例視察」

に行ってまいりました。福岡県の古賀市、大牟田市の議会改革についてです。南部８市の議長副

議長さんからの質疑回答内容など、たいへん有意義なものでした。本日の研修は、講師として一

般社団法人、SNSエキスパート協会代表理事の後藤真理恵氏にご講演を快くお受けいただきまし

た。ありがとうございます。ここに、後藤代表の「SNS戦略」という冊子を読ませていただきまし

た。内容については、この後のご講演もございますので、一点ヒントをいただいたことについて

お話させていただきます。冊子の中で、 (無意識のうちに自分が共感する・自分が興味を持って

いる情報ばかりを優先的にインブットして信じてしまう。 いわゆるネット世論を一般世論と同等

だと誤認してしまう。こうした、情報収集時の「情報の偏り」「誤認識」を防ぐためにお勧めし

たいのは、さまざまなチャンネルからの情報収集です)という一文です。私は PTAでのSNSの研修

対象者、青少年に関する組織の研修対象者、自治会、民生委員、児童委員などの研修対象者によ

り、SNSについての認識や情報量が違うことを課題と思っています。ポイントは情報共有の必要性

です。行政にお願いをしたいことは、商工業は、商工の課、子ども関係は子どもの課、危機管理

は危機管理の課など縦割の中で、横のつながりと情報交換と情報共有が特に必要かと思っていま

す。また、和泉市６月議会おいて「和泉市インターネットによる誹謗中傷や差別による人権侵害
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をなくす社会づくり条例」を議員提案で採択いたしました。南部市議会８市におきましても、

SNSの問題は検討されているかと思いますので情報共有をしていきたいと思います。結びになり

ますが、本日のこの会場準備、設営をいただきました泉大津市議会丸谷議長はじめ関係者の皆様

にはこころより感謝申し上げ開会のご挨拶といたします。本日はよろしくお願いいたします。 

和泉市久保惣記念美術館開館40周年式典(9.17)  

さて、昭和57年10月に和泉市久保惣記念美術館の開館記念

式典が行われました。当時開館にあたって度々寄せていた

だきご尽力願いました。本日ご来賓の西宮市大谷記念美術

館 越智裕二郎館長ありがとうございます。また、関西の博

物館施設を代表する京都国立博物館 松本伸之館長には美術

館運営などご指導いただきありがとうございます。また、

和泉市久保惣記念美術館では久保家のご厚意によりまして、和泉市の小学6

年生を毎年全員をご招待いただき、1年で2000名これまで約3万人の児童が美

術館内体験をしております。ありがとうございます。個人的な話になります

が、10年ほど前に40年ぶりの、小学6年生の時の同窓会がありました。南池

田小学校は木造平屋建ての校舎で、ちょうど真ん中に教室の半分ぐらいの大

きさの校門がありました。同級生間で「森の桜の絵が校門の壁に貼られてい

たことを思い出すなぁ」「いやいや花野もいつも風景の絵が貼られていた

なぁ」そんな会話がありました。また、本日、ここに持ってきましたが、昭和44年度卒業記念文

集「明るい友」に描かれていた絵は「俺が描いたんや」とか、懐かしく話が弾みました。40年

経った今も小学生の時のことを鮮明に覚えているということです。数字では表せませんが、その

子どもの人生に大きく影響を与えているということです。現在、和泉市久保惣記念美術館を拠点

として、展覧会だけではなく、街の魅力づくりによって交流人口の拡大をめざした「和泉・久保

惣ミュージアムタウン構想」を進めています。和泉市民の記憶に残る、和泉市久保惣記念美術館

になればいいと思っています。結びになりますが、本日ご参加の皆様方のご多幸を祈念いたしま

して「心に一枚の絵を」ということばを添えまして議長のお祝いの言葉といたします。 

議長退任の挨拶(9.30)   音声認識文字変換ソフトUDトーク使用 

実は、就任のときに、お互いが向かい合い、そして切磋琢磨してお互いが成

長する。このお話をさせていただいて1年になります。山本議員、小林議

員、ﾃﾞﾙﾌｨﾝ議員、友田議員、坂本健治議、関戸議員、浜田議員、松田議員、

大浦議員、谷上議員、垰田議員、服部議員、石原議員、小野林議員、吉川議

員、早乙女議員、原議員、井阪議員、坂元純一議員、飯阪議員、遠藤議員1

年間本当にありがとうございました。松本監査委員におかれましては、いろ

んな話をさせていただきました、本当に勉強になりました、ありがとうござ

いました。そして末下副議長におかれましては議長を支えていただきまして、いろいろなご指導

いただきました。その中で一番残ってるのは、「肩を組んで一緒に行こう」ということを言って

いただいたことです。本当にありがたい、心から感謝申し上げます。そして、議会運営に未熟
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な、私達でありましたが、議会運営委員会山本委員長、石原副委員長、そして委員の皆様には、議

会運営にご指導ご協力いただきました。何とか議会がうまく進んだというふうに喜んでおります。

本当にありがとうございました。そして、各会派の代表者の皆様、いろいろなご意見をいただき、

そして議会を前に進むべくまとめていただくご尽力いただきました。本当に心から感謝申し上げま

す。また、個人的な話になりますが、五月会の皆様には、議長として送り出していただきまして、

水面下でいろいろなことをご尽力いただきました。本当にありがとうございます。議会事務局に、

おきましては、人生でこれほど配慮を受けた経験はございません。北野事務局長そして、先の藤原

課長そして現井阪次長、そしてあえてメンバーと言わせていただきます議会事務局の職員の皆さ

ん、本当にチームワークの上、議会運営を前に進めたというふうに思っております。本当にありが

とうございました。二元代表制の中で、辻市長、森吉副市長、吉田副市長。小川教育長そして各担

当部長の皆さん、そして、理事者の皆さん、議会に関わった職員の皆様には、心より御礼を申し上

げます。ありがとうございました。ここで少し個人的な話をさせていただこうと思います。実は、

議長室に2ｍの正方形の衝立で、30年前に墨で書いた作品を飾らせていただいております。これは

私が人生の中で一番つらい思いをしたときに、書いた作品なんです。題名が「四面楚歌」です。項

羽と劉邦が戦って、そして完全に包囲されて、さあこれ以上どうするこ

ともできないというそのときに、一緒に戦ってきたこの馬をどうすれば

いいのかとの想いを、「虞（ぐ)や虞 (ぐ)や汝 (なんじ)をいかにせ

ん」と馬のことを詠むわけです。私はそこに感動しまして、どんなとき

にもやはり同じくやってきた同士を見捨てることなく、進むべきという

自分の一番窮地に追いやられたときの気持ちを書いたんです。議長に

なったときに、きっと四面楚歌になるであろうと、いうふうに思ってお

りました。しかしながら、皆様のご協力によって、四面楚歌になるよう

なことはなかったと思っております。そういった中で、議会運営ができ

たこと、本当に心からありがたく感謝しかありません。また、全国市議

会議長会、基地協議会におきまして、福岡の陸上自衛隊に視察に行きま

した。そこでは、戦争で亡くなられた方の、いろいろな遺品が展示され

ておりました。その中に心に残った言葉がありまして、それを今の議長に合わせて、何とかできな

いかなと思ったのがちょうど5月ぐらいでした。「議長足らんとする前に議員足らんとする。議員

足らんとする前に市民足らんとする」これはどういうことかといいますと、その戦死した隊長が、

「隊長足らんとする前に1兵士足らんとする」というこの言葉を聞いて、私は言葉なく感動しまし

た。涙もしたんです実は、そういうような流れの中で、指導者、指導者というのは、指導される側

の立場に立ち、そして指導者として歩んでいくべきだということを心に決めました。いろいろなこ

とがございましたが、この1年間、本当に有意義な時間を過ごさせていただきました。本当にあり

がとうございました。結びになりますが、この後、また新しい議長副議長、監査委員が選任されて

いくかと思います。私どもの協力していただいた、その流れを引き継いで、次の正副にも、ご協力

をいただきたいというふうに思っております。よろしくお願いいたします。手と手を合わせて、お

互い向かい合うという合掌が、感謝の合掌になりました。1年間ありがとうございました。 
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(4.29) 和泉市手をつなぐ親の会(4.29) 京都ウトロ平和祈念館シンポジウム(4.30)  

5月 

さくらサーカス招待(5.1) 公明党国政報告会(5.1) 泉佐野フォトクラブ写真展鑑賞(5.1) 河野

邸＆Laboratoriesグランドオープン(5.3) むくの木音楽祭(5.8) 報告案件2件(5.11) 久保惣記

念美術館勉強会(5.12) テクノステージまちづくり協議会総会(5.13) 報告案件2件(5.13) 京セ

ラ美術館鑑賞(5.14) 全国自治体病院経営都市議会第50回定期総会(5.16) 京都高度技術研究所

講演依頼(5.17) 市議会議長会基地協議会正副会長・監事・相談役会、幹部候補生学校視察

(5.18～19) PTA協議会(5.20) 報告案件3件(5.20) バリアフリーコンサート(5.21) 指導員協議

会総会(5.22) 新しい憲法を制定する推進大会ライブ視聴(5.23) 会派代表者会議・タブレット

検討会議正副レク(5.23) 会派代表者会議・タブレット活用検討会議(5.24) 南大阪振興促進議

員連盟総会研修会(5.24) 全国市議会議長会定期総会(5.25) 報告案件3件(5.26) 国際交流協会

総会(5.27) 報告案件2件(5.27) 水平社博物館見学(5.28) 天ケ瀬ダム再開発事業視察(5.28) 記

念祝賀式自然観察会(5.29) 和泉市交通安全協会総会(5.30) 橋本市議会視察来訪(5.31) 
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6月 

泉佐野市議会議長来訪(6.1) 和泉市シルバー人材センター役員来訪(6.1) 正副レク(6.3) 議会

運営委員会(6.3) 和泉警察補導員会議(6.3) 和泉市シルバー人材センター設立40周年記念式典

(6.4) 和泉市防災協会定期総会(6.5) 甲南大学竹林再利用勉強会(6.6) 南大阪振興促進議員連

盟幹事会(6.6) 常任委員会勉強会(6.7) 塚本学院校友会常任理事会(6.8) 本会議正副レク

(6.9) 本会議(6.10) 消防報告(6.13) 和泉市商工会議所通常総会(6.14) 正副レク(6.14) 厚生

文教委員会・協議会(6.15) 都市環境委員会・協議会(6.16) 総務企画委員会・協議会(6,17) 

十津川村しいたけ栽培見学(6.18) 塚本学院校友会役員総会(6.19) フードバントリー岸和田参

加(6.20) 正副レク・議会運営委員会(6.21) 国保報告(6.21) 厚生文教委員会視察(6.24) 南池

田校区地域教育協議会令和4年度総会(6.24) 「未来を花束にして」鑑賞(6.25) 大谷記念美術

館鑑賞(6.25)  みなべ町千里ウミガメ館見学(6.26) 有吉佐和子記念館見学(6.26) 一般質問

(6.27～28) 正副レク(6.29) 本会議審議(6.30) 

7月 

広報広聴委員会(7.1) 和泉市アグリセンター開所式(7.1) 社会を明るくする運動(7.2) 久保惣

記念美術館勉強会(7.2) 生蓮寺はす見学(7.3) 広域水道企業団説明会(7.4) 交野市行政視察来

訪(7.6) アピール課報告(7.7) 松川るい個人演説会(7.7) ドローンデモ視察(7.8) 青少年を非

行から守る市民大会(7.9) 「まだ視ぬアーカイブを可視化する」講演会(7.10) 大阪府南部市

議会議長会総会の件レク(7.11) 全国市議会議長会基地協議会理事会(7.12～13) 厚生文委員会

スイムクラブ大府視察(7.14) 少年補導員ネットワーク合同補導(7.14) 大阪府南部市議会議長

会総会(7.15) 報告案件2件(7.15) 箕面市議会視察来訪(7.15) 和泉市町会連合会市政懇談会

(7.15) 伏見区向島はす見学(7.17) 第74回和泉市民生委員・児童委員大会(7.19) 堺工業高校

視察(7.19) コナミスポーツクラブ水泳授業視察(7.20) 全国市議会議長会基地協議会近畿部会

役員会・総会(7.21～22) さくらサーカス2周年パーティ(7.23) 貴志川緑地公園見学(7.24) 報

告案件2件(7.25) 議員全員協議会(7.26) 会派代表者会議(7.26) 近畿市民派学習会(7.26) 農

林報告(7.27) 大阪府南部市議会議長会先進都市視察(7.28～29) 藤原宮ハナハス見学(7.30) 

南越前花はす公園見学(7.31) 高月観音の里歴史民俗資料館見学(7.31)  
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8月 

広報広聴委員会(8.1) 堺市消防指令室視察(8.2) 泉北環境レク(8.2) 大阪府南部市議会議長会

研修会(8.3) 子ども議会(8.4) 報告案件2件(8.4) 泉大津市展鑑賞(8.5) 報告案件2件(8.8) 報

告案件2件(8.16) タブレット活用検討会議正副レク(8.16) タブレット活用検討会議(8.17) 大

阪府市議会議長会総会・研修会録画配信(8.17) 就労B自由帳職場見学(8.17) 東京都中央区役

所(築地)・渋谷区他喫煙コンテナ視察(8.18) 東大阪府図書館地下書庫見学ツアー(8.20) 大阪

府消防協会泉北地区総合訓練(8.21) 南大阪振興促進議員連盟大阪府要望(8.23) 報告案件2件

(8.24) 泉北環境報告(8.26) むくの木ホール寄席招待(8.27) 障がい担当報告他1件(8.29) 泉

北環境説明会(8.31) 

9月 

正副レク・議会運営委員会(9.1) 報告案件2件(9.2) 谷中中央分水界水分れ見学(9.3) 大阪府

消防大会(9.4) 報告案件2件(9.5) 本会議正副レク(9.7) 会派議案説明会(9.7) 本会議議案審

議(9.8) 和歌山平和祈念館見学(9.10) 鳥ノ巣平和公園見学(9.10) ウエノ公園豊龍山無縁寺見

学(9.10) 貝塚山手地区公民館展示鑑賞(9.11) 御杖村案山子まつり見学(9.11) 厚生文教委員

会・協議会(9.13) 都市環境委員・協議会(9.14) 総務企画委員会・協議会(9.15) 報告案件3件

(9.16) 久保惣記念美術館開館40周年式典及び特別展・特別企画内覧会(9.17) 正副レク・議会

運営委員会(9.20) 消防報告他1件(9.21) 橋本市議会視察(9.22) 労基法講習(9.23) 「クィ

ア」鑑賞(9.23) 「世界は僕らに気づかない」鑑賞(9.25) 一般質問(9.27～29) 正副レク

(9.29) 本会議審議・議長辞任(9.30) 

10月 

みかん発祥の地見学(10.1) 役選(10.3～5) 塚本学院校友会常任理事会(10.4) 新庁舎飲食物販

棟見学会(10.7) 広報広聴委員会(10.11) ルートイン大阪和泉府中内覧会(10.12) 会派決算勉

強会(10.13) ギヤラリーホンダ鑑賞(10.14) 和泉きらめきチャリティーダンスパーティ

(10.16) 決算審査特別委員会(10.17～21) 光明池築造工事と朝鮮人労働者の歴史講演会

(10.22) 日本の棚田百選あらぎ島見学(10.23) 有田川鉄道公園見学(10.23) 議会運営委員会

(10.25) 臨時総会(10.27) 環太平洋産業連関分析会講演(10.28) 日本いけばな芸術展鑑賞

(10.30) 泉佐野市民展鑑賞(10.30) 
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11月 

ヒューマンライツ自治体議員の会(11.2) 市民文化祭(11.3) 手話の魅力を知ろう講演会(11.3) 日

本の仏像の変遷講演会(11.3) ワクチン勉強会(11.4) 鍛治屋町防災訓練(11.6) 和泉市交響楽団鑑

賞(11.6) 菊花展鑑賞(11.8) 大東市水道事業視察(11.11) バリアフリーコンサート(11.12) 超茶

会久保惣記念美術館(11.13) 議会運営委員会(11.18) 少林寺拳法全国大会式典(11.19) 泉北環境

クリーンフェスティバル(11.20) 常任委員会レク(11.22) ハートフルフェスタ(11.22) 本会議

(11.25)「こころの病と生きるわたしの生活」講演会(11.26) 「破壊」鑑賞(11.27) オアシス広場

横「結」参加(11.28) 南大阪振興促進議員連盟研修会(11.29) 厚生文教委員会・協議会(11.30) 

12月 

都市環境委員会・協議会(12.1) 総務企画委員会・協議会(12.2) イルミネーション府中点灯式

(12.2) CAP子どもの人権研修(12.3) 和泉市少林寺拳法連盟大会(12.4) シンドパキスタンサーク

ルジャパン主催エクタデイ(12.4) オアシス広場横「結」参加(12.5) 広域水道調整会議(12.6) 議

会運営委員会(12.6) JDF全国フォーラムオンライン研修(12.6) 和泉市立総合医療センター相談

(12.7) すこやか文化祭(12.9) 「いのち・愛・人権」市民の集い(12.10) 農林業祭(12.11) 着物

ファッションショー(12.11) 久保惣墨彩画展覧会(12.11) 一般質問(12.12～13) 本会議審議

(12.15) 会派代表者会議(12.15) 公園担当報告(12.15) 広報広聴委員会(12.16) 大徳寺黄梅院現

代アート展(12.18) 大阪産業創造館ファッションショー(12.18) 少年補導ネットワーク巡回

(12.20) 薬物乱用ダメ・ゼッタイ研修会(12.21) バス協議会説明会(12.22) 伏見区寺田屋視察

(12.22) 全国ゴミ会議(12.23) バス協議会(12.27) 

2023 1月 

新年互例会(1.6) 消防出陣式(1.7) 「カバ」鑑賞(1.7) 信太山クロスカントリー式典(1.8) はた

ちの集い(1.9) 広報広聴委員会(1.10) CAP子どもの人権研修説明(1.13) 阿佐海岸DMV視察(1.13～

14) バリアフリーコンサート(1.15) 和泉市久保惣記念美術館40周年記念展覧会(1.15) 二市合同

研修会(1.20) 新庁舎完成式典(1.21) 和泉・久保惣ミュージアムタウンライブ(1.22) 熊取教育委

員会CAP説明会(1.24) 「子どもが子どもらしく生きることをささえる」フォーラム(1.25) 議会運

営委員会(1.26) 和泉JC年賀会(1.26) 南池田新光会総会(1.30) 南大阪振興促進議員連盟幹事会

(1.31)  
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2月 

「笑いと健康」増田明美講演会(2.3) 和泉市コミュニティファーム総会(2.5) 「人と動物がしあ

わせに共生できる社会をめだして」杉本彩講演会(2.5) 南海バスオンデマンド視察(2.6) 予算内

覧会(2.7) 環境シンポジウム(2.7) 千早赤坂竹炭施設視察(2.8) 世界灌漑遺産龍之渡井視察(2.8) 

姫路城さくらサーカス見学(2.9) 議会運営委員会(2.10) 大阪オートメッセ式典・展示会(2.11) 

嵯峨御流和泉司所創立50周年記念いけばな展鑑賞(2.12) 交通安全指導(2.15) 和泉市子育て支援

懇談会(2.16) 長谷寺のだだおし鬼払い儀式参加(2.16) 「ラーゲより愛をこめて」鑑賞(2.17) 本

会議(2.17) 「THE FIRST SLAM DUNK」鑑賞(2.18) 金岡公園休止プール施設利用見学(2.18)「命の

メッセージ展」見学(2.19) 予算勉強会(2.20) 厚生文教委員会・協議会(2.22) 国際交流フェスタ

(2.23) 全国ため池100選長池オアシス鑑賞(2.23) 都市環境委員会・協議会(2.24) 京都高度技術

研究所訪問(2.24) 関西航空少年団設立総会(2.26) 泉佐野市就労継続支援B型創作活動展示鑑賞

(2.26) 総務企画委員会・協議会(2.27)  

3月 

消防防災フェア(3.4) 予算審査特別委員会(3～9) 蓮植替開始(3.11～4.15) 議会運営員会(3.13) 

南池田中学校卒業式(3.14) 交通安全指導(3.15) 南池田小学校卒業式(3.16) 産技研講演会(3.17) 

和泉市少林寺拳法連盟役員会(3.17) 高石市スポーツ少年団・少林寺拳法連盟大会(3.19) 一般質

問(3.20) 「子ども食堂から考える多世代交流の居場所づくり」講演会(3.21) 泉北高校少林寺拳

法部卒部泉北祭(3.21) 本会議審議(3.24) 広報広聴委員会(3.27) 大阪芸術大学塚本学院校友会

役員教育厚労賞など受賞祝賀会(3.29) 「島守の塔」鑑賞(3.29) 
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                 五月会 要望書   

 （市長公室）                       令和４年１２月２７日 

■「和泉創発プラン」及び「公共施設等総合管理計画」の確実な遂行 ■ふるさと納 

 税やネーミングライツ、市街化区域への積極的な編入など歳入確保、取組みの強化 

■北部地域（富秋校区、北信太駅周辺、鶴山台）のまちづくりの推進            

（総務部） 

■「大阪府パートナーシップ宣誓証明制度」を活用した性的マイノリティ支援のため 

 の施策の拡充 ■市内在住「外国人のみ世帯」に対する配慮 

（環境産業部） 

■新型コロナウイルス感染症による影響を受けた市内事業者や就労者、未就労者への支援 

■市内産木材「いずもく」の積極的利用(学校机ほか) ■道の駅「いずみ山愛の里」の活性化 

（福祉部） 

  ■「高齢者おでかけ応援バス」の対象及び助成額の拡充  

  ■「手話言語条例」の制定に伴う具体的施策の推進 

 （市民生活部） 

  ■合葬墓の整備と市設墓地区画の早期売却 

  ■和泉シティプラザの機能拡充と市民サービスの向上 

（子育て健康部） 

■動物愛護に関する更なる施策の実行 ■子どもの貧困対策のための施策の推進 

■「休日保育」、「病児・病後児保育」の更なる充実 

■こども医療費助成対象年齢者へのインフルエンザ予防接種の公費助成 

 （都市デザイン部） 

■既存公共土木施設（道路・河川・都市公園）等の適正管理と管理水準の向上 

■「和泉中央線」と「父鬼バイパス」のアクセス道路の整備 

■「伏屋唐国線」の拡幅工事の早期実現 

■「山の谷伏屋線」ほか幹線道路の夜間照明の整備 

■「ららぽーと和泉」及び「和泉中央駅」周辺の交通渋滞の解消 

■接続可能な地域公共交通の実現 

■都市公園への防犯カメラの計画的設置 

■歩道防護柵の増設や中学校通学路へのグリーンベルト整備等 交通安全対策の推進 

■老朽化している市営住宅の安全確保と市営住宅（店舗及び作業所）の建替え事業における 

     当事者合意の形成 

■高齢者運転免証自主返納者への支援 

（教育・こども部） 

■小学校体育館や特別教室への空調整備、トイレ改修など教育環境の充実 

■富秋中学校の小中一貫校化の推進 

■学校現場における「いじめ」撲滅と防止対策の推進 

 （生涯学習部） 

  ■「市民体育館」や「コミュニティ体育館」など屋内体育施設への空調整備 

■イベント・球技・武道など多目的用途に対応可能なアリーナの整備 



森ひさゆき取り組み目標 (順不同)  

●行政運営のチエック 

・給与制度改革の推進と任用職員制度の精査、改革の推進 

・行政運営体制の変更、推進に関する検証 

・和泉創発プラン（和泉躍進プラン後継計画)の策定推進 

・通常業務の市民サービスの検証 

・新庁舎・駐車場(令5年1月)竣工進捗 

・第５次総合計画の重点施策の検証 

・和泉市自治基本条例の検証 

・総合医療センター病院機能評価の検証 

・認定こども園の運営状況の検証 

・新設施設一体型小中一貫校の取り組みの検証 

・和泉市におけるスポーツ施設の検証 

・コミュニティバス「めぐーる」の運行状況の検証 

・武道必修授業の進捗 
  

●議員活動のあり方検討 

・議員報酬の妥当性の検証・政務活動費意義の検証 

・議員のあるべき姿の研究・議会改革活性化会議の設置 
  

●新たな取り組みの推進 

 ・若者応援プロジェクト推進 ・高齢者時代に生きる応援推進 

・Chat GPT利用の検証 

・所有者不明猫(のら猫)適正管理事業推進 

・認知症の経過別対策相談所の充実と広報の推進 

・居住外国人労働者のための防犯講習会参加の推進 

・終わりのない子どもの安心安全な成長できる環境づくりの推進 

・和式トイレ使用に関する検証 

・小・中学生の久保惣記念美術館の活用及び文化芸術推進 

・住民自治と行政とのパイプ構築推進・スマートシティの推進 

・社会貢献ハード・ソフト取組みの推進 

・インクルーシブ対応の政策取組みの推進 
  

●継続的な取り組みの推進 

・アイスランドにおける男女平等政策の研究推進 

・若者の就農意欲を喚起する取り組み支援の推進(産学官連携モデルの推進) 
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・視覚障がい者に対する小学校授業での補助対応の推進 

・教育現場の多様性に取り組むための大幅なシフト移行  

・医療的ケア児対応施設(保育園など)設置の推進 

・小・中学校・地域への大賀ハス分根推進 

・障害者差別解消法の検証(日本における 

障害者人権条約の国連における初審査の検証等) 

・交差点における歩行者用信号増設要望 

・外国人労働者の相談支援 ・障がい者スポーツの推進 

・和泉市南部地域開発に関する推進・障がい者就労支援の推進 

・発達障がい当事者会・自助会支援・子ども防災マップ作成要望 

・商工・観光・経済・産業振興促進 

・和泉中央線の延伸の研究(大阪外環状線まで) 

・武道場確保に関する要望・下水道事業のPFI導入の研究 

・障がい者用防災マップ作成の要望 ・色覚検査導入の継続 

・市営駐輪場の学生割引制度継続 

・池上曽根史跡遺跡に2000年前の大賀ハスの栽培 

・手話言語の理解並びに普及のための手話研修の実施 

・久保惣記念美術館茶室庭園の国指定文化財登録 

・災害時・停電時対応、伝達手段の確立と共助の取り組み 

・暗い場所におけるLED照明設置の拡充 

・猫の不妊去勢手術費用助成金の拡充 

・ゲートキーパー養成の推進継続 ・学校設備改修の推進 

・防犯カメラの設置等通学路の安全対策の推進 

・遊具の新設等公園利用活性化の推進 

・地域別まちづくり計画の策定提案 

・シティプラザ出張所業務適正検証 

・労働政策ハローワークデータ全共有推進 

・ラウンドアバウト設置に関する研究 

・生活道路対策ゾーン30の検証 

・武道団体連絡協議会の設置の推進 

・使用済コンタクトレンズケースのリサイクル推進 

  

※下線進捗状況・赤字新規(追加新規)・未取組 

        編集後記 

 

 

 

 

 

   
向かい合う手と手が感謝の合掌にな

りました。議長で感謝を覚えました

ありがとうございました。 
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      若者時代を先読み 
 

   5年すると若者の言ってることが主流になる。 

 10年すると次の若者が現れる。 

 15年先を考えるとそんな期待にわくわくする。 

 

 

「個のリズム」  
 
 

個はそれぞれのリズムを持っている。そんな中でお互いの違いを認め合い、

個の独創性を発揮している、個と個の合掌である。個の原点は己である。 

個は人間の本質そのものであり、たくさんの個で愛を奏でたいものである。 

墨象  白拳 

            

                 昔ながらを生きる 
 

  ずうっと昔を生きてきた。時代が変わってもずうっと昔を生きている。 

  住み慣れた地域で気の合う仲間と自分らしく人生をまっとうする。 
 



連絡先 〒594-1117  和泉市鍛治屋町344-2 

TEL 0725-55-3799 FAX 0725-55-4288 

Mail : info@morihisayuki.com 
 

 稲穂通信 発行責任者 森ひさゆき 

会派 五月会 関戸繁樹 松田義人 浜田千秋 森 久往  

 

      

     季節の風情  
         2023.3.31 

 

和泉を守るゲートキーパー 森ひさゆき 検索 

第６８代 議長 「 全国市議会議長会基地協議会副会長・近畿市議会議長会基地協議会会長 

大阪府南部市議会議長会会長 」 ※「 」内議長同年充て職  ( 2021.10 ～ 2022.9 )   

決算審査特別委員会委員長・都市環境委員会委員・南大阪振興促進議員連盟幹事 

プロフィール  

大阪芸術大学文芸学科卒業、大阪芸術大学グループ塚本学院校友会常任理事、前衛書道家

(東洋書芸院同人)、金剛禅総本山少林寺和泉南道院長(大拳士六段)、南池田小学校PTA顧

問、和泉市少年補導員、元非常勤講師(大阪芸術大学・大阪商業大学堺高等学校・阪南大学

高等学校)、1995年堺青年会議所副理事長、大阪芸術大学武道連合会初代会長、和泉市浦田

町生まれ、鍛治屋町在住、昭和32年6月8日生、65歳 妻と子ども2人愛犬マル、保護犬ラ

メ、保護猫ニャーちゃんとコマとしいちゃんと・・・。 

金の卵 

 新しい風が吹いている 

       十分に期待できる 

mailto:info@morihisayuki.com

